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and Food Preferences. 
Yoko Hashimoto.











A meal in childhood is necessary for not only development of eating function, such 
as predation, chew and swallow, but also for healthy growth. And the taste and eating 
habit have a great influence on children’s health.  Though likes and dislikes, unbalanced 
diet are main problem of children’s meal, these will happen to everyone and disappear 
through the growth.  The result of the study investigated a food likes and dislikes 
between childhood and the present of college female students in nursery school,  is 
about 80% students used to have, or have food likes and dislikes, and some of students 
disappear them.  Consideration of the cooking food such as a child takes for the first 
time, and appropriate care of guardian and childcare professional, is effective for 
children’s healthy growth.
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 本研究の対象者は秋草学園短期大学地域保育学科の女子学生１～３年生 199 名とし、 2016
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解析には統計解析 IBM SPSS Statistics18 for Windows を用い、有意水準は５％とした。
Ⅲ．結果
１．対象者について
対象者 199 人中、質問１が無回答だった 2 人を除外し 197 人を解析対象とした。全員女
性であり、10 代 93 人（47.2％）、20 代 104 人（52.8％）であった。
２．嫌いな食品の有無と食品群
幼少期から現在まで、質問１「嫌いな食品がある、あった」について「はい」と回答し
た 173 人（87.8％）を「ある群」、「いいえ」と回答した 24 人（12.2％）を「なし群」とし

















３．解析方法   
 質問１で「好き嫌いのあった、ある」と回答した人を「ある群」、ない人を「なし群」とし





 対象者 199 人中、質問１が無回答だった 2 人を除外し 197 人を解析対象とした。全員女性で




173 人（ 87.8％を「ある群」）、「いいえ」と回答した 24 人（ 13.4％）を「なし群」とした。内
訳を Table 2 に、食品群別の嫌いな食品を Table 3 に示した。  
 
2 n=197                          
    10 代（ n=93）  20 代（ n=104）  
好き嫌い  
ある群  84 （ 90.3％）  89 （ 85.6％）  
なし群  9 （ 9.7％）  15 （ 14.4％）  











質問１で「はい」と回答した 173 人で、幼少期に一番嫌いだった食品は、ピーマン 25
人（14.5％）、ゴーヤ 14 人（8.1％）、納豆 11 人（6.4％）、トマト 10 人（5.8％）、牛乳 9 人
（5.2％）、にんじん 8 人（4.6％）、グリーンピース 5 人（2.9％）、貝・魚がそれぞれ 4 人
（2.3％）、かぼちゃ・きのこ・きゅうり・チーズ・なすがそれぞれ 3 人（1.7％）などであっ
た。Figure 2に幼少期と現在の一番嫌いな食品を示した。ピーマン等は減少したが、トマト、








Table 3  の嫌いな食品と食べられるようになった食品（ｎ＝173）  
食  品  群  項  目  １位  ２位  ３位  
第１群  幼少期に嫌いだった食品  魚（24） 納豆（13） 貝（10） 
肉・魚・卵・大
豆・大豆食品  
現在嫌いな食品  貝（23） 魚、納豆（14） 大豆（10） 
食べられるようになった食品  魚（20） 納豆（9） たこ（7） 
第２群  幼少期に嫌いだった食品  牛乳（30） チーズ（12） しらす干し（11） 
牛乳・乳製品・
海藻・小魚類  
現在嫌いな食品  牛乳（31） しらす干し（14） チーズ（8） 
食べられるようになった食品  チーズ（12） しらす干し（9） 牛乳（6） 
第３群  幼少期に嫌いだった食品  にんじん（27） トマト（17） かぼちゃ（14） 
緑黄色野菜  
現在嫌いな食品  にんじん（23） トマト（16） 小松菜（10） 
食べられるようになった食品  にんじん（19） かぼちゃ（10） 小松菜（9）  
第４群  幼少期に嫌いだった食品  ゴーヤ（59） アスパラガス（20） キャベツ（4） 
淡色野菜・果
物  
現在嫌いな食品  ゴーヤ（55） アスパラガス（9） きゅうり（5） 
食べられるようになった食品  ゴーヤ（33） アスパラガス（14） きゅうり（6） 
第５群  幼少期に嫌いだった食品  里芋（8） さつまいも、そば(7) 米、うどん（2） 
穀類・イモ類・ 
砂糖  
現在嫌いな食品  里芋（10） そば（8） さつまいも（5） 
食べられるようになった食品  里芋（7） そば（6） さつまいも（5） 
第６群  幼少期に嫌いだった食品  マヨネーズ（13） バター（5） マーガリン（4） 
油脂類・脂肪の
多い食品  
現在嫌いな食品  マヨネーズ（14） バター（7） マーガリン（6） 
食べられるようになった食品  マヨネーズ（9） ドレッシング（6） バター､マーガリン (2) 
 
 質問１で「はい」と回答した 173人が幼少期に一番嫌いだった食品は、ピーマン 25人（14.5％）、
ゴーヤ 14 人（8.1％）、納豆 11 人（ 6.4％）、トマト 10 人（5.8％）、牛乳 9 人（5.2％人）、に
んじん 8 人（4.6％）、グリーンピース 5 人（2.9％）、貝・がそれぞれ 4 人（2.3％）、かぼちゃ・
きのこ・きゅうり・チーズ・なすがそれぞれ 3 人（1.7％）などであった。Figure 1 に幼少期
と現在の一番嫌いな食品を示した。ピーマン等は減少したが、トマト、グリーンピース、貝類、
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グリーンピース、貝類、レバーが増加している。
Figure 2　幼少期および現在の一番嫌いな食品　　（単位：人）
嫌いな食品の理由を Table 3 に、６つの食品群の中で一番嫌いと回答した食品の嫌いな










Figure 1  幼少期および現在の一番嫌いな食品   
 
嫌いな食品の理由を Table 4 に、６つの食品群の中で一番嫌いと回答した食品の嫌いな理由






Table 4  嫌いな食品の理由（n＝173、複数回答）  
                                       
  幼少期  現在  
1 位   味  （120、69.4％） 味  （119、68.8％） 
2 位   におい （73、42.2％） 食感  （74、42.8％） 
3 位   食感  （58、33.5％） におい （68、39.3％） 
4 位   生理的に受け付けない （42、23.5％） 生理的に受け付けない （48、27.7％） 
5 位   見た目  （29、16.8％） 見た目  （36、20.8％） 
6 位   食べるよう強制されて嫌いになった （7、4.0％） 食べるよう強制されて嫌いになった （10、5.8％） 










ン 9 人、トマト 8 人、なす 8 人、にんじん 7 人、納豆 6 人、たこ 6 人、魚 6 人、かぼちゃ
5 人、アスパラガス 5 人などであった。食べられるようになった時期は、小学校低学年 13
人（7.5％）、小学校高学年 34 人（19.7％）、中学・高校 102 人（59.0％）、大学生 14 人（8.1％）






Table 5  幼少期および現在の嫌いな上位４食品の理由（n＝173、複数回答）  
単  
項目  ピーマン ゴーヤ 納豆  トマト 
  
幼少期  
 25 人  
現在  
6 人  
幼少期  
 14 人  
現在  
3 人  
幼少期  
 11 人  
現在  
6 人  
幼少期  
 10 人  
現在  
16 人  
味  ◎ 23 ◎ 5 ◎ 13 ◎ 3 3 2 ○ 7 ◎ 15 
食感  2 1 3 ○ 2 2 1 ◎ 8 ◎ 14 
見た目  1 1 2 1 3 3 1 1 
におい 9 1 4 1 ◎ 9 ◎ 5 4 9 
生理的に受けつけない 3 1 1 1 4 3 1 5 
強制された         2 
 
1 2 








 幼少期に嫌いだったが食べられるようになった食品をたずねた。ゴーヤ 13 人、ピーマン 9
人、トマト 8 人、なす 8 人、にんじん 7 人、納豆 6 人、たこ 6 人、魚 6 人、かぼちゃ 5 人、ア
スパラガス 5 人などであった。食べられるようになった時期は、小学校低学年 13 人（7.5％）、
小学校高学年 34 人（16.6％）、中学・高校 102 人（59.0％）、大学生 14 人（ 8.1％）であった。
食べられるようになった時期と理由（複数回答可）の内訳を Table 6 に示した。  
 
Table 6  食べられるようになった時期および理由（n＝173、複数回答）  
                ｎ（％）  




小学校低学年  3  （1.7％）  5  （2.9％）  2 （12.7％）  3 （1.7％）  
小学校高学年  16  （9.2％）  9  （5.2％）  3  （1.7％）  6 （3.5％）  
中学・高校  50 （28.9％）  22 （12.7％）  7  （1.0％）  23（13.3％）  
大学生  7  （4.0％）  3  （1.7％）  1  （0.6％）  3 （1.7％）  




Table 5  幼少期および現在の嫌いな上位４食品の理由（n＝173、複数回答）  
単位：人  
項目  ピーマン ゴーヤ 納豆  トマト 
  
幼少期  
 25 人  
現在  
6 人  
幼少期  
 14 人  
現在  
3 人  
幼少期  
 11 人  
現在  
6 人  
幼少期  
 10 人  
現在  
16 人  
味  ◎ 23 ◎ 5 ◎ 13 ◎ 3 3 2 ○ 7 ◎ 15 
食感  2 1 3 ○ 2 2 1 ◎ 8 ◎ 14 
見た目  1 1 2 1 3 3 1 1 
におい 9 1 4 1 ◎ 9 ◎ 5 4 9 
生理的に受けつけない 3 1 1 1 4 3 1 5 
強制された         2 
 
1 2 








 幼少期に嫌いだったが食べられるようになった食品をたずねた。ゴーヤ 13 人、ピーマン 9
人、トマト 8 人、なす 8 人、にんじん 7 人、納豆 6 人、たこ 6 人、魚 6 人、かぼちゃ 5 人、ア
スパラガス 5 人などであった。食べられるようになった時期は、小学校低学年 13 人（7.5％）、
小学校高学年 34 人（16.6％）、中学・高校 102 人（59.0％）、大学生 14 人（ 8.1％）であった。
食べられるようになった時期と理由（複数回答可）の内訳を Table 6 に示した。  
 
Table 6  食べられるようになった時期および理由（n＝173、複数回答）  
                ｎ（％）  




小学校低学年  3  （1.7％）  5  （2.9％）  2 （12.7％）  3 （1.7％）  
小学校高学年  16  （9.2％）  9  （5.2％）  3  （1.7％）  6 （3.5％）  
中学・高校  50 （28.9％）  22 （12.7％）  7  （1.0％）  23（13.3％）  
大学生  7  （4.0％）  3  （1.7％）  1  （0.6％）  3 （1.7％）  
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した人は 52 人（26.4％）、未回答は 14 人（7.1％）であった。好き嫌いの有無および年代














とたずねたところ、「思う」と回答した人は 131 （65.8％）、「思わない」と回答した人は 47
人（23.6％）、未回答は 21 人（10.6％）であった。好き嫌いの有無および年代別の結果を Table 




Table 7  保護者・保育者の促しについて  




10 代  20 代  
思う  思わない 思う  思わない 
幼少期から現在までの
嫌いな食品の有無  
ある群  51 （25.6％） 24 （12.1％） 61 （30.7％） 23 （11.6％） 
なし群  8 （1.0％） 1 （0.5％） 11 （5.5％） 4 （2.0％） 
  合計  59 （29.6％） 25 （12.6％） 72 （36.2％） 27 （13.6％） 
 
 









とたずねたところ、「思う」と回答した人は 131 人（65.8％）、「思わない」と回答した人は 47
人（23.6％）、未回答は 21 人（10.6％）であった。好き嫌いの有無および年代別の結果を Table 




Table 7  保護者・保育者の促しについて  




10 代  20 代  
思う  思わない 思う  思わない 
幼少期から現在までの
嫌いな食品の有無  
ある群  51 （25.6％） 24 （12.1％） 61 （30.7％） 23 （11.6％） 
なし群  8 （1.0％） 1 （0.5％） 11 （5.5％） 4 （2.0％） 
  合計   （29.6％） 25 （12.6％） 72 （36.2％） 27 （13.6％） 
 
 
Fugire 2   保護者や保育者の促しが好き嫌いの改善に繋がるか（単位：人）  
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